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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第54期

第３四半期連結
累計期間

第55期
第３四半期連結
累計期間

第54期
第３四半期連結
会計期間

第55期
第３四半期連結
会計期間

第54期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (百万円) 3,675 3,869 1,261 1,231 5,094

経常利益 (百万円) 308 433 110 127 502

四半期(当期)純利益 (百万円) 157 248 56 64 203

純資産額 (百万円) ― ― 8,262 8,438 8,312

総資産額 (百万円) ― ― 9,597 9,800 9,835

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,415.111,445.151,423.61

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 26.95 42.57 9.62 11.07 34.92

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 86.1 86.1 84.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 440 311 ― ― 719

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △84 84 ― ― △101

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △177 △108 ― ― △178

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 2,396 2,939 2,651

従業員数 (名) ― ― 190 186 186

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 186［16］

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を［　］外数で記載してい

ます。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数(名) 180［16］

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員を［　］外数で記載しています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

当社グループ（当社及び当社の子会社）は、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏

しいと考えられるため、セグメント情報は省略しておりますので、当第３四半期連結会計期間における仕入

実績及び販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

　
(1) 仕入実績

　

品目別 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

清掃機器 103,638 48.6

洗浄機器 175,183 △14.1

その他 235,678 △1.3

合計 514,501 0.4

(注) １　金額は、仕入価格で表示しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 販売実績

　

品目別 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

清掃機器 247,866 4.5

洗浄機器　　　　 476,024 △7.4

その他 507,157 △0.7

合計 1,231,048 △2.4

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、企業収益の改善や政府による景気刺激策等から緩

やかな回復基調を維持しているものの、欧米での金融不安の影響に伴う海外景気の下振れリスクが高

まっていることに加え、円高が進行し、国内では雇用環境や設備投資意欲は依然として厳しい状況が続い

ており、先行き不透明感が払拭されないまま推移いたしました。

このような状況の中で、当社は、主要代理店への定期訪問や同行営業等による代理店販売の強化、ユー

ザーの買替需要等の確保、市場ニーズに沿った新商品を引き続き投入していくことで新規顧客確保に努

めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高は1,231百万円（前年同四半期比△2.4％減）、

営業利益は122百万円（前年同四半期比21.4％増）、経常利益は127百万円（前年同四半期比15.4％増）、

当四半期純利益は64百万円（前年同四半期比15.0％増）となりました。

また、品目別の販売実績については、次のとおりであります。

「清掃機器」については、昨年低迷していた高額商品である搭乗式大型清掃機や真空掃除機の需要が

戻ってきたこと等から、247百万円（前年同四半期比4.5％増）となりました。

「洗浄機器」については、製造業向けの床洗浄機の販売は堅調に推移したものの、高圧洗浄機の販売が

低調に推移したこと等により、476百万円（前年同四半期比△7.4％減）となりました。

「その他」については、子会社であるエタニ産業株式会社の売上は低迷したものの、アフターサービス

に関して定期点検や出張修理等に積極的に対応した結果、507百万円（前年同四半期比△0.7％減）とな

りました。

なお、当社グループ(当社及び当社の子会社）は、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要

性が乏しいと考えられるため、セグメントの記載は省略しております。

　　　　　　　

(2)財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて202百万円増

加し、9,800百万円となりました。これは主として商品が107百万円、減価償却により建物及び構築物が62

百万円、受取手形及び売掛金が60百万円、投資有価証券が48百万円減少したものの、現金及び預金が400百

万円、有価証券が142百万円増加したこと等によるものであります。

負債合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて27百万円増加し、1,362百万円となりました。これは

主として支払手形及び買掛金が85百万円減少したものの、未払法人税等が68百万円、退職給付引当金が20

百万円、役員退職慰労引当金が15百万円増加したこと等によるものであります。

純資産合計は、前年同四半期連結会計期間末に比べて175百万円増加し、8,438百万円となりました。こ

れは主として利益剰余金が189百万円増加したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は、

86.1％となりました。
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(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、前年同四半期連結会計期間に比べ542百万

円増加し、2,939百万円となりました。

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期連結会計期間に比べ63百万円増加し、72百万円となりま

した。収入の主な要因は、税金等調整前四半期純利益が127百万円、売上債権の減少額が118百万円、減価償

却費が22百万円であり、支出の主な要因は、仕入債務の減少額が114百万円、法人税等の支払額が116百万

円あったこと等によるものであります。

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期連結会計期間に比べ36百万円増加し49百万円となりま

した。支出の主な要因は、投資有価証券の取得による支出が50百万円あったこと等によるものでありま

す。

財務活動の結果使用した資金は、前年同四半期連結会計期間に比べ０百万円減少し、１百万円となりま

した。支出の要因はリース債務の返済による支出及び配当金の支払があったことによるものであります。

　
(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(5)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、17,538千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除去等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,840,000 5,840,000
東京証券取引所
（市場第二部）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数は、100株でありま
す。

計 5,840,000 5,840,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年12月31日 － 5,840 － 1,797,681 － 2,122,148

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　　　　　　　 ─　　　　 　　　　　　　― ─

議決権制限株式(自己株式等) 　　　　　　 　―　　　 　　　　　　　― ─

議決権制限株式(その他) 　　　　　　　 ― 　　　　　　　― ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,000
　　　　　　　― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,837,900
58,379

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準と
なる株式
単元株式数は、100株であります。

単元未満株式
普通株式

1,100
　　　　　　　― ─

発行済株式総数 5,840,000　　　　　　　― ―

総株主の議決権 　　　　　　 ― 58,379 ―

(注)　１「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が60株含まれております。

２「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権10個） が

含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　　

蔵王産業株式会社

 
東京都江東区毛利一丁目
19－５

1,000　　　　　― 1,000 0.0

計 ― 1,000　　　　　― 1,000 0.0

　

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 565 550 520 511 508 495 490 489 511

最低(円) 521 505 500 499 480 481 475 471 479

(注) 株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

　
　

３ 【役員の状況】

　  前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人より四半期レビューを受け、当第３四半期連結

会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１

日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により四

半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,480,593 2,192,890

受取手形及び売掛金 ※３, ※４
 1,181,168

※３
 1,334,273

有価証券 458,815 458,712

商品 681,420 713,961

その他 89,419 113,151

貸倒引当金 △1,211 △1,012

流動資産合計 4,890,206 4,811,978

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,241,734 1,286,248

土地 ※２
 3,270,925

※２
 3,270,925

その他（純額） 54,499 51,736

有形固定資産合計 ※１
 4,567,158

※１
 4,608,910

無形固定資産

のれん 5,117 20,471

その他 20,635 22,955

無形固定資産合計 25,753 43,427

投資その他の資産

投資有価証券 78,200 130,800

繰延税金資産 134,837 124,651

その他 107,466 119,340

貸倒引当金 △3,418 △3,588

投資その他の資産合計 317,085 371,203

固定資産合計 4,909,997 5,023,541

資産合計 9,800,203 9,835,520
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 139,362 251,500

未払法人税等 105,409 164,399

賞与引当金 52,550 102,140

商品保証引当金 14,900 11,400

その他 277,266 261,571

流動負債合計 589,487 791,011

固定負債

退職給付引当金 328,342 312,550

役員退職慰労引当金 156,391 144,867

再評価に係る繰延税金負債 ※２
 234,216

※２
 234,216

その他 53,626 40,521

固定負債合計 772,576 732,154

負債合計 1,362,064 1,523,166

純資産の部

株主資本

資本金 1,797,681 1,797,681

資本剰余金 2,122,148 2,122,148

利益剰余金 6,754,072 6,610,621

自己株式 △970 △970

株主資本合計 10,672,931 10,529,480

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － 5,926

繰延ヘッジ損益 △10,977 761

土地再評価差額金 ※２
 △2,223,814

※２
 △2,223,814

評価・換算差額等合計 △2,234,792 △2,217,127

純資産合計 8,438,138 8,312,353

負債純資産合計 9,800,203 9,835,520
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 3,675,512 3,869,639

売上原価 1,640,879 1,738,142

売上総利益 2,034,632 2,131,496

販売費及び一般管理費 ※
 1,749,842

※
 1,720,322

営業利益 284,789 411,173

営業外収益

受取利息 2,709 1,665

受取配当金 1,831 2,200

為替差益 － 739

有形固定資産売却益 4,613 614

不動産賃貸料 13,590 13,446

その他 1,907 3,274

営業外収益合計 24,652 21,939

営業外費用

為替差損 964 －

営業外費用合計 964 －

経常利益 308,477 433,113

特別利益

貸倒引当金戻入額 297 －

投資有価証券売却益 － 44,952

特別利益合計 297 44,952

特別損失

有形固定資産除却損 534 379

特別損失合計 534 379

税金等調整前四半期純利益 308,240 477,686

法人税、住民税及び事業税 108,750 217,200

法人税等調整額 42,107 11,935

法人税等合計 150,857 229,135

少数株主損益調整前四半期純利益 － 248,551

少数株主利益 － －

四半期純利益 157,383 248,551
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 1,261,823 1,231,048

売上原価 562,343 535,162

売上総利益 699,479 695,886

販売費及び一般管理費 ※
 598,940

※
 573,787

営業利益 100,539 122,098

営業外収益

受取利息 582 502

受取配当金 1,381 －

為替差益 － △429

有形固定資産売却益 2,132 476

不動産賃貸料 4,530 4,422

その他 683 517

営業外収益合計 9,309 5,489

営業外費用

為替差損 △736 －

営業外費用合計 △736 －

経常利益 110,585 127,587

特別利益

貸倒引当金戻入額 41 △59

特別利益合計 41 △59

特別損失

有形固定資産除却損 431 223

特別損失合計 431 223

税金等調整前四半期純利益 110,195 127,304

法人税、住民税及び事業税 29,850 34,900

法人税等調整額 24,155 27,792

法人税等合計 54,005 62,692

少数株主損益調整前四半期純利益 － 64,611

少数株主利益 － －

四半期純利益 56,190 64,611
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 308,240 477,686

減価償却費 69,364 66,031

のれん償却額 15,353 15,353

賞与引当金の増減額（△は減少） △53,402 △49,590

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,719 15,792

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △34,725 11,524

商品保証引当金の増減額（△は減少） △4,500 3,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,479 29

受取利息及び受取配当金 △4,540 △3,865

為替差損益（△は益） 8,580 4

投資有価証券売却損益（△は益） － △44,952

有形固定資産売却損益（△は益） △4,613 △614

有形固定資産除却損 534 379

売上債権の増減額（△は増加） 215,256 153,271

たな卸資産の増減額（△は増加） 110,362 32,541

その他の流動資産の増減額（△は増加） 8,322 15,353

仕入債務の増減額（△は減少） △20,015 △112,138

未払金の増減額（△は減少） 30,205 △1,184

未払費用の増減額（△は減少） △10,138 15,160

その他の流動負債の増減額（△は減少） 2,218 △18,067

その他の固定負債の増減額（△は減少） 3,494 3,522

小計 667,239 579,738

利息及び配当金の受取額 4,661 3,935

法人税等の支払額 △231,002 △272,516

営業活動によるキャッシュ・フロー 440,898 311,157

投資活動によるキャッシュ・フロー

従業員に対する貸付けによる支出 △600 △8,100

従業員に対する貸付金の回収による収入 9,526 11,881

有形固定資産の取得による支出 △11,699 △10,029

有形固定資産の売却による収入 － 416

投資有価証券の取得による支出 △76,015 △50,000

投資有価証券の売却による収入 － 137,560

その他の支出 △9,960 △1,718

その他の収入 4,387 4,751

投資活動によるキャッシュ・フロー △84,362 84,760

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △2,192 △2,854

親会社による配当金の支払額 △175,367 △105,253

財務活動によるキャッシュ・フロー △177,560 △108,107

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8,581 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 170,394 287,806

現金及び現金同等物の期首残高 2,225,737 2,651,202

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,396,131

※
 2,939,009
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【継続企業の前提に関する事項】

　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年

３月31日）を適用しております。これによる損益に与える影響はあり

ません。

　

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では「少数

株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

（四半期連結貸借対照表関係）

前第３四半期連結会計期間において独立掲記しておりました「従業員に対する長期貸付金」（当第３四半期連

結会計期間31,749千円）は、重要性が乏しいため、当第３四半期連結会計期間では投資その他の資産の「その他」

に含めて表示しております。

 
（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では「少数

株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　該当事項はありません。

　
　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,286,700千円

 

※２　土地の再評価
 

　土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布　
法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、
再評価差額金を純資産の部に計上しております。

 

 再評価の方法
 

　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31
日公布政令第119号）第２条第４号に定める路線価を
基準に合理的な調整を行い算出

再評価を行った年月日　　　　　　平成13年３月31日

再評価を行った土地の期末
における時価と再評価後の
帳簿価格との差額　　　　　　　　△1,083,423千円
 
※３　受取手形裏書譲渡高　　　　　　  115,691千円
 

※４　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ
いては、満期日に決済が行われたものとして処理し
ております。
　なお、当第３四半期連結会計期間末日が、金融機関
の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日
満期手形が、四半期連結会計期間末残高から除かれ
ております。

受取手形　　　　　　　　　　　　 　 28,092千円

裏書手形　　　　　　　　　　　　 　 15,086千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,231,603千円

 

※２　土地の再評価
 

　土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布　
法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、
再評価差額金を純資産の部に計上しております。

 

 再評価の方法
 

　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31
日公布政令第119号）第２条第４号に定める路線価を
基準に合理的な調整を行い算出

再評価を行った年月日　　　　　　平成13年３月31日

再評価を行った土地の期末
における時価と再評価後の
帳簿価格との差額　　　　　　　　△1,015,724千円
 
※３　受取手形裏書譲渡高　　　　　　　 64,559千円
 

──────────

　
(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※ 販売費及び一般管理費のうち重要なもの

給料及び報酬　　　　　　　　　　　　　 845,829千円

賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　　47,178千円

減価償却費　　　　　　　　　　　　　　  69,364千円

役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　　　12,115千円

商品保証引当金繰入額　　　　　　　　　  10,500千円

退職給付費用　　　　　　　　　　　　　　29,258千円

※ 販売費及び一般管理費のうち重要なもの

給料及び報酬　　　　　　　　　　　　　 842,358千円

賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　  52,550千円

減価償却費　　　　　　　　　　　　　  　66,031千円

役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　　　11,524千円

商品保証引当金繰入額　　　　　　　　　　14,900千円

退職給付費用　　　　　　　　　　　　　　31,772千円

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※ 販売費及び一般管理費のうち重要なもの

給料及び報酬　　　　　　　　　　　　　 345,905千円

賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　△45,262千円

減価償却費　　　　　　　　　　　　　　  23,126千円

役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　　　 3,815千円

商品保証引当金繰入額　　　　　　　　　   2,566千円

退職給付費用　　　　　　　　　　　　　　 9,003千円

※ 販売費及び一般管理費のうち重要なもの

給料及び報酬　　　　　　　　　　　　　 348,638千円

賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　△43,970千円

減価償却費　　　　　　　　　　　　　　  22,602千円

役員退職慰労引当金繰入額　　　　　　　　 3,848千円

商品保証引当金繰入額　　　　　　　　　     600千円

退職給付費用　　　　　　　　　　　　　　10,768千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

現金及び預金 2,079,724千円

有価証券 　 316,806千円

計 2,396,531千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △      400千円

現金及び現金同等物 2,396,131千円

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成22年12月31日現在)

現金及び預金 2,480,593千円

有価証券 　 458,815千円

　　計 2,939,409千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △      400千円

現金及び現金同等物 2,939,009千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

至  平成22年12月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 5,840,000

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,060

　

３．新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 105,100 18平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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 (セグメント情報等)

   【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める環境クリーニング機器事業の割合が、いずれも

90％を超えるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

   【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

   【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計

期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

　 【セグメント情報】

　（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計

期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セ

グメントの記載は省略しております。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 1,445.15円
　

　 　

　 1,423.61円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 8,438,138 8,312,353

普通株式に係る純資産額(千円) 8,438,138 8,312,353

普通株式の発行済株式数(千株) 5,840 5,840

普通株式の自己株式数(千株) 1 1

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(千株)

5,838 5,838

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 26.95円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─　円
　

１株当たり四半期純利益金額 42.57円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─　円
　

(注)  1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　  2.１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円) 157,383 248,551

普通株式に係る四半期純利益(千円) 157,383 248,551

普通株主に帰属しない金額(千円) ─  ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,838 5,838
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第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 9.62円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─　円
　

１株当たり四半期純利益金額 11.07円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─　円
　

(注)  1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　  2.１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 56,190 64,611

普通株式に係る四半期純利益(千円) 56,190 64,611

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 5,838 5,838

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　

(リース取引関係)

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間末における

リース取引残高は、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略してお

ります。
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２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月12日

蔵王産業株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指 定　社 員
業務執行社員

　 公認会計士    堀　之　北　　重　久    印

　
指 定　社 員
業務執行社員

　 公認会計士        轟　　　　芳　英    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蔵王

産業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蔵王産業株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月９日

蔵王産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任  あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    堀　之　北　　重　久    印

　
指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    　　轟　　　　芳　英    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蔵王

産業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蔵王産業株式会社及び連結子会社の平成22年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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